



　本学は 1989 年の開学にあたり「国際性」「学際性」「実際性」という 3 種の基本理念を打ち
出した。この理念は消滅することなく維持され、現在にまで生き続けている。今次われわれは
学生とともに広東省広州市・深圳市そして香港特別行政区を訪問した。広東省は 2018 年の域








の公立大学であり、その前身は 1983 年 5 月にさかのぼる。現在は広東省の広州市海珠区（倉
頭路 21 号）および仏山市三水区（東海旅游経済区学海路 1 号）に 2 ヶ所のキャンパスを擁し、











1… …『南方日報』2019 年 1 月 29 日、駱驍驊「省十三届人大二次会議開幕」。
2… 金美徳・バートル・田中孝枝 3 教授の訪問を伝える「広東財経大学新聞網」2015 年 9 月 7 日「日本多摩大学代表
団訪問我校」（http://news.gdufe.edu.cn/1066）、久恒啓一・樋口裕一・バートル 3 教授の訪問を伝える同 2016 年
9 月 23 日付「日本多摩大学師生代表団来校訪問交流」（http://news.gdufe.edu.cn/1087）。
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　すでに広東財経大学からは 2015 年 10 月 28 日より 1 ヶ月にわたって梁燕碧氏が東京長期滞
在による交流推進を行い、2016 年 9 月 11 日には久恒啓一副学長（当時）を団長とする教員学
生の訪問団が広東財経大学をおとずれた2。その間には多摩大学広東財経大学交換留学生プロ
ジェクトデスクが設置され、毎年双方より交換留学を行って交流を深めている。そこで今次は
本学経営情報学部の水盛涼一准教授および学生 12 名（男子 9 名、女子 3 名）が 2019 年 3 月









　とはいえ、研修参加学生の中国理解度は一定ではない。そこで 2018 年 12 月 12 日の事前学
習において学生を各班 3 名の合計 4 班 12 名に編成して連帯感醸成を図ったほか、対象地域へ
の問題関心を刺激し理解度を増進するため、附属図書館で藤岡淳一『「ハードウェアのシリコ




3…「広東財経大学新聞網」、2019 年 3 月 13 日付「2019 広東財経大学─多摩大学“中日大学生”交流活動挙行」（http://
news.gdufe.edu.cn/16983）。なお本研修について多摩大学においても 2019 年 4 月 24 日開催の平成 31 年度第 1 回




　1 日目：3 月 10 日（日）　東京羽田国際空港 → 香港国際空港 → 深圳北駅　　飛行機搭乗




た。ここでは学生 6 名へ手分けして 40 種の書籍を重複せずに選定するよう依頼した。
　さて、全員が集合した後、予定通り国泰航空（Cathay…Pacific）CX543 便に搭乗し、現地時
間午後 3 時（日本時間午後 4 時、以降は現地時間を記載）に香港国際飛行場へ到着した。入国






類執筆が求められた。そのため午後 6 時 10 分に香港側自動改札へ進入したものの、新幹線出





港西九龍駅から深圳福田駅のあいだは 2018 年 9 月 23 日に開業したばかりの全面地下路線であ
る。目指すホテルは深圳北駅の南西B1出口（西進站口）から見える深圳維也納国際酒店（Vienna…
International…Hotel）の深圳北站店（Shenzhen…North…Station…Branch、所在地は深圳市竜華新
区高鉄北站西広場 B 座）である。そして午後 7 時 35 分にホテルへ到着、ホテル附設のレスト
ランである糧好餐点に入店し夕食を求めた。なおその最中にチェックインを行って学生待機の



























日中学生交流の順で進行した。なお学生は午後 3 時 30 分より第 1 班「多摩地方」（遠藤・渡邊・
渡邊）、第 2 班「訪日游客」（佐保・中林・吉澤）、第 3 班「秋葉原動漫文化」（中島・松永・馬
場）、第 4 班「主題公園」（上岡・平山・伊東）が発表、そして午後 4 時 50 分から午後 5 時 30
分にかけ日中の学生が班ごとに円陣を組み個別交流を行った。その後、日中学生はともに夕食
をとる。そしてさらなるエクスカーション（体験型見学会）として梁燕碧氏および広東側学生
15 名より新都心開発地域探訪を提案いただいた。そこで有志学生一同は午後 8 時に広東財経







89 号 B1 階 B13 号）に入った。喜茶は 2012 年 5 月 12 日に聶雲宸（1991 年出生）が広東省江
門市蓬江区九中街（第九中学付近を指す呼称）で創業した新進気鋭の喫茶店であり、成立 6 年





　3 日目：3 月 12 日（火）　トヨタ工場見学・文化交流節　　午前 8 時 30 分にはホテルロビー
に集合し、広東財経大学の呉明宇氏の協力のもと広汽トヨタの工場を目指した。なお広汽ト
ヨタは 2004 年 9 月 1 日に設立された広州汽車集団有限公司（Guangzhou…Automobile…Group…
Co.,…Ltd.）とトヨタ自動車株式会社（Toyota…Motor…Corporation）との 50:50 配分の合弁会社








丁寧に紹介され、記念写真を撮影したうえ、10 時 30 分ごろにトヨタ工場を辞去した。
　ついで前日の日語系教員の協議により、沙湾故鎮のレストラン大餅営（広州市番禺区沙湾鎮
北村承貴巷 3 号）を目指す。現地到着は 11 時 30 分ごろであった。沙湾鎮は南宋（1127 年～…





　広東財経大学に帰着したのは午後 2 時ごろであった。ここで第 2 食堂最上階の学生活動中心
で開催されている「2019 中日文化節」へ向かった。本節の主催は外国語学院共産主義青年団
委員会学生会および桜鳴社、共催は広東財経大学流 亭詩社（2014 年 11 月設立の全国的学生
4… …「零售老板内参」2019 年 1 月 24 日付、楊亜飛「喜茶首次披露核心数據──門店達 163 家、小程序訂単超 35％」。
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の一部は歌唱を通して親睦を深めた。そして午後 5 時 15 分に会場を後にした。そして二度の
乗り換えを経て 6 時 30 分には広州南駅に辿り着いた。新幹線は午後 7 時 4 分に出発し、深圳
北駅へ7時39分に到着、午後8時10分には維也納酒店へ到着、ここでバートル教授と合流した。
　4 日目：3 月 13 日（水）　華強北参観・テンセント見学　　前日に引き続き午前 8 時 30 分
にロビーへ集合、連絡通路を使い深圳北駅の北東口（東進站口）へ向かい、深圳地下鉄 4 号
線に乗車し市民中心駅（Civic…Center…station）を目指し 2 号線に乗り換え、9 時 45 分ごろに
華強北駅（Huaqiang…North…station）に至り、華強北一帯の見学を行った。なお昼食の場所
は喜薈（福田区深南中路 2038 号愛華工模具車間）である。そして午後 1 時 45 分には出発し、











　5 日目：3 月 14 日（木）　エンターテインメント企業の見学　　前日よりやや早い午前 7 時




Resort…Station）には 9 時 40 分に到着した。9 時 45 分には券売窓口に到着、引率者が後列から
見守るなか、学生それぞれが切符購買を行う。なお上海ディズニーランドと異なり香港ディズ
ニーランドでは身分証の提示を必要としなかった。また園内では香港ドル人民元が通用するも















が美国小鎮大街（Main…Street,…U.S.A.）へ集まっていた。そして午後 5 時 20 分には園を離れ
九龍へ向かう。午後 6 時 10 分には地下鉄駅に到着、30 分には新幹線駅である香港西九龍駅に
到着した。ここで学生 1 名のパスポート紛失が判明、引率者は一部学生とともに対応を行った。
　6 日目：3 月 15 日（金）　帰国　　やはり午前 6 時 30 分に起床し、券売所へ切符購買に向
かった。6 時 50 分時点ですでに 5 名ほどが列を作っている。12 名全員の購買を終えたのは 7
時 15 分であった。早速に微信グループチャットで午前 8 時 55 分の出発時間を共有し、当初の
予定である午前 8 時 30 分ではなく 20 分にロビーへ集合するように伝えた。新幹線に乗車した
ところ、午前 8 時 56 分の地下軌道部分で既に時速 181 キロメートルを記録していた（到着は 9




























　なお、2017 年 9 月の上海研修では、参加者の一人がアルミ缶を引率者に差し出し「これを
捨ててくれませんか」と問うた。悪質な者ならば廃棄物を無断で周囲に投棄するであろう。こ
の学生は中国での廃棄分別方法を知るため、わざわざ引率者に問うたのである。そこで引率者
は「このゴミを捨ててくれませんか」をあらわす中国語文を教え学生からホテルボーイへ問い
合わせを行うよう指導し現地体験を深めさせた。本件の質問は善意から出た行動とはいえ、引
率者を有給添乗員とみなすものともいえる。また今次はパスポート紛失が発生した。紛失発生
を阻止する手段には学生全員のパスポートを引率者が回収管理すればよい。しかしパスポート
回収は学生の引率者への依存を高め自立的思考を阻害するだろう。あくまで個人主体の研修で
あり諸事自己責任を明確にせねば学生の自立心育成に有害なのではないかと懸念する。
　とはいえ、これらの課題は乗り越えることができ、また得られた成果は広く深い。帰国後一
週間ほどして同行学生と接触する機会を得たが、みな一様に成長が見て取れた。今後も各地へ
学生を引率すべく思いを新たにした次第である。
